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■令和６年度住民アンケートについて

１ 住民アンケートの概要

令和４年３月に改訂しました「京丹波町地域福祉計画」の進捗状況について、

評価・検証を行う基礎資料にするため、ウェブでのアンケート調査を実施しま

した。

２ 住民アンケートの回答

問１ あなたの年齢を教えてください。（単数回答）

「６５～７４歳」の回答が最も多く、３８．０％となっています。「１８～２９

歳」の回答はありませんでした。

問２ あなたの性別を教えてください。（単数回答）

「男性」の回答が多く、５８．０％となっています。

調査地域 京丹波町全域

調査対象者 町内在住１８歳以上の人

調査実施時期 令和６年７月１７日（水）～７月３１日（水）

回答数 ５０件

選択肢 件数 割合

１８～２９歳 0 0.0%

３０～４９歳 8 16.0%

５０～６４歳 14 28.0%

６５～７４歳 19 38.0%

７５歳以上 9 18.0%

答えたくない 0 0.0%

合計 50 100.0%

選択肢 件数 割合

男性 29 58.0%

女性 21 42.0%

答えたくない 0 0.0%

合計 50 100.0%

資 料 ４
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合計
とても関心
がある

やや関心
がある

あまり関
心がない

まったく関
心がない

『関心があ
る』

『関心がな
い』

50 25 21 4 0 46 4
100.0% 50.0% 42.0% 8.0% 0.0% 92.0% 8.0%

男性 29 16 10 3 0 26 3
100.0% 55.2% 34.5% 10.3% 0.0% 89.7% 10.3%

女性 21 9 11 1 0 20 1
100.0% 42.9% 52.4% 4.8% 0.0% 95.2% 4.8%

18～29歳 0 0 0 0 0 0 0
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

30～49歳 8 2 6 0 0 8 0
100.0% 25.0% 75.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

50～64歳 14 7 5 2 0 12 2
100.0% 50.0% 35.7% 14.3% 0.0% 85.7% 14.3%

65～74歳 19 11 7 1 0 18 1
100.0% 57.9% 36.8% 5.3% 0.0% 94.7% 5.3%

75歳以上 9 5 3 1 0 8 1
100.0% 55.6% 33.3% 11.1% 0.0% 88.9% 11.1%

丹波地区 26 11 12 3 0 23 3
100.0% 42.3% 46.2% 11.5% 0.0% 88.5% 11.5%

瑞穂地区 17 10 6 1 16 1
100.0% 58.8% 35.3% 5.9% 0.0% 94.1% 5.9%

和知地区 7 4 3 0 0 7 0
100.0% 57.1% 42.9% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

全体

性
別

居
住
地
区

年
齢

50.0%

42.0%

8.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

とても関心がある

やや関心がある

あまり関心がない

まったく関心がない

■あなたは「福祉」に関心をお持ちですか。

問３ あなたがお住まいの地区を教えてください。（単数回答）

「丹波地区」の回答が最も多く、５２．０％となっています。

問４ あなたは「福祉」に関心をお持ちですか。（単数回答）

「とても関心がある」と「やや関心がある」を合わせた９２．０％が『関心があ

る』と回答しています。

選択肢 件数 割合

丹波地区 26 52.0%

瑞穂地区 17 34.0%

和知地区 7 14.0%

答えたくない 0 0.0%

合計 50 100.0%
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問５ 「福祉」を必要とする人への支援は、どのようにあるべきだと思いますか。

（単数回答）

「福祉を必要とする人は、行政と住民が協力しながら、地域で支えあうべき」と

回答した人の割合は６０．０％となっています。

問６ あなたは、ご近所や地域の方に助けられたり、支えられたと感じたことは

ありますか。（単数回答）

ご近所や地域の方からの支援が「ある」と回答した人の割合は６４．０％となっ

ています。

選択肢 件数 割合

家族や親戚が支えるべき 0 0.0%

国や市町村といった行政の責任で支えるべき 15 30.0%

行政と住民が協力しながら、地域で支えあうべき 30 60.0%

その他 5 10.0%

合計 50 100.0%

0.0%

30.0%

60.0%

10.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

家族や親戚が支えるべき

国や市町村といった行政の責任で支えるべき

行政と住民が協力しながら、地域で支えあうべき

その他

■「福祉」を必要とする人の支援は、どのようにあるべきだと思いますか。

64.0%

24.0%

12.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ある

ない

わからない

■あなたは、ご近所や地域の方に助けられたり、支え

られたと感じたことはありますか。
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合計 ある ない
わからな
い

50 32 12 6
100.0% 64.0% 24.0% 12.0%

男性 29 19 7 3
100.0% 65.5% 24.1% 10.3%

女性 21 13 5 3
100.0% 61.9% 23.8% 14.3%

18～29歳 0 0 0 0
0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

30～49歳 8 2 3 3
100.0% 25.0% 37.5% 37.5%

50～64歳 14 10 3 1
100.0% 71.4% 21.4% 7.1%

65～74歳 19 15 2 2
100.0% 78.9% 10.5% 10.5%

75歳以上 9 5 4 0
100.0% 55.6% 44.4% 0.0%

丹波地区 26 16 4 6
100.0% 61.5% 15.4% 23.1%

瑞穂地区 17 11 6 0
100.0% 64.7% 35.3% 0.0%

和知地区 7 5 2 0
100.0% 71.4% 28.6% 0.0%

全体

性
別

居
住
地
区

年
齢

問７ あなたは現在、自治会（行政区）や子ども会、老人クラブの活動など、地

域活動をしていますか。（単数回答）

「現在活動している」と回答した人の割合は５８．０％となっています。

選択肢 件数 割合

現在活動している 29 58.0%

過去に活動したことはあるが、現在は活動していない 15 30.0%

活動したことがない 6 12.0%

合計 50 100.0%

58.0%

30.0%

12.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

現在活動している

過去に活動したことはあるが、現在は活動して

いない

活動したことがない

■あなたは現在、自治会（行政区）や子ども会、老人クラブの活動など、

地域活動をしていますか。



- 5 -

問８ あなたは、ボランティア活動に参加したことがありますか。（単数回答）

「過去に参加したことはあるが、現在は参加していない」が４２．０％と最も多

く、「現在参加している」と回答した人の割合は３８．０％となっています。

選択肢 件数 割合

現在参加している 19 38.0%

過去に参加したことはあるが、現在は参加していない 21 42.0%

参加したことがない 10 20.0%

合計 50 100.0%

38.0%

42.0%

20.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

現在参加している

過去に参加したことはあるが、現在は参加して

いない

参加したことがない

■あなたは、ボランティア活動に参加したことがありますか。
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件数 割合
30 60.0%
16 32.0%
20 40.0%
18 36.0%
11 22.0%
13 26.0%
14 28.0%
35 70.0%
18 36.0%
9 18.0%
5 10.0%
2 4.0%
4 8.0%
1 2.0%
1 2.0%

選択肢
広報紙

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ
インターネット
知人・友人

民生委員・児童委員
役場

ケーブルテレビ（文字放送・自主放送番組）
京丹波あんしんアプリ
社会福祉協議会

地域包括支援センター
子育て支援センター
こども家庭センター
地域活動支援センター
どこからも入手していない

その他

問９ あなたは現在、福祉や福祉サービスに関する情報をどこから入手してい

ますか。（複数回答）

「京丹波あんしんアプリ」が７０．０％で最も多く、「広報紙」と回答した人の

割合は６０．０％となっています。

60.0%

32.0%

40.0%

36.0%

22.0%

26.0%

28.0%

70.0%

36.0%

18.0%

10.0%

4.0%

8.0%

2.0%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

広報紙

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

インターネット

知人・友人

民生委員・児童委員

役場

ケーブルテレビ（文字放送・自主放送番組）

京丹波あんしんアプリ

社会福祉協議会

地域包括支援センター

子育て支援センター

こども家庭センター

地域活動支援センター

どこからも入手していない

その他

■あなたは現在、福祉や福祉サービスに関する情報をどこから入手して

いますか。
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問１０ あなたは、日々の生活の中で、困ったことがある時、どこ（誰）に相談

していますか。（複数回答）

「家族や親戚」が４２．０％で最も多く、「役場等の相談窓口」と回答した人の

割合は３０．０％となっています。

選択肢 件数 割合

役場等の相談窓口 15 30.0%

社会福祉協議会の相談窓口 6 12.0%

心配ごと相談所 3 6.0%

民生委員・児童委員 6 12.0%

自治会（行政区）の役員 6 12.0%

ケアマネジャー 5 10.0%

こども園・学校 2 4.0%

病院や施設 8 16.0%

30.0%

12.0%

6.0%

12.0%

12.0%

10.0%

4.0%

16.0%

2.0%

42.0%

34.0%

6.0%

12.0%

4.0%

2.0%

0.0%

4.0%

12.0%

2.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

役場等の相談窓口

社会福祉協議会の相談窓口

心配ごと相談所

民生委員・児童委員

自治会（行政区）の役員

ケアマネジャー

こども園・学校

病院や施設

福祉活動をしている民間団体

家族や親戚

知人・友人

職場等の上司・同僚

地域包括支援センター

地域活動支援センター

子育て支援センター

こども家庭センター

相談できる人がいない

相談したことはない

その他

■あなたは、日々の生活で、困ったことがある時、どこ（誰）に相談していますか。
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問１１ その他、地域福祉計画に関してご意見等があれば記入してください。

（自由記述）

＜主なご意見等＞

●介護虐待の相談を京丹波町に相談したけど、適切に対応してくれたとは思えなかった。

役場の担当部署に相談しても意味ない事が多すぎて頼りになりません。

●例えば、病院に行く手段がない場合に、どの窓口に相談すればよいのか具体的な内容

をペ－パ－で知らせてほしい。(何事もまずは、地域の民生委員さんに相談してからな

のか・・・)

●地域福祉計画は住民のための計画であると思うので、多くの人に関わってもらい、知

ってもらうことによって充実したものになればいいなと思います。

●町内に定住したいと思って欲しい。

●行政が福祉に対して理解していない。困ってる方は沢山いる。その人達の声を聞いて

いない。相談されていないので知らなかったのではなく、行政から寄り添うのが必要や

と思う。

●子どもたちも含めて、若年層にも知ってもらえる取り組みや工夫が必要だと思います。

●地域福祉計画の細かな内容については、承知していません。自治会に入っていない人

にも、差別なく支援をして欲しいが。

●私も高齢者になり、今のところ身体的には問題なく過ごしていますが、これから高齢

になるとどんな困ったことがおこるかわからないので心配です。お買い物、食事、就寝

等不安が募るばかりです。

●ダイナミクス活動が人員不足で縮小された事で厳しくなりそうです。

福祉活動をしている民間団体 1 2.0%

家族や親戚 21 42.0%

知人・友人 17 34.0%

職場等の上司・同僚 3 6.0%

地域包括支援センター 6 12.0%

地域活動支援センター 2 4.0%

子育て支援センター 1 2.0%

こども家庭センター 0 0.0%

相談できる人がいない 2 4.0%

相談したことはない 6 12.0%

その他 1 2.0%


